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令和元年度蓮田白岡衛生組合一般会計歳入歳出決算審査意見書の意見等への

措置状況について（通知） 

 

 このことについて、別紙のとおり通知します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和元年度 蓮田白岡衛生組合一般会計決算審査意見書  

ペ

ー

ジ  

項目 要望内容 措置内容 所属課 

14 第 9 

むすび 

第 １ 提

言 要 望

事項 

１ 適正な予算執行管理につ

いて 

昨年度の審査意見書にお

いて、配当された予算につい

ては計画的かつ効率的に執

行するとともに、その目的が

達成できるよう着実な執行

管理を行うことを要望した

ところであるが、今年度にお

いて、予算執行計画は策定さ

れているものの、同一の節内

において増額補正後に減額

補正を行い、その後に再度増

額補正する例や予算を流用

しながら後に不足が生じて

他の予算から流用して対応

するなどの例が多数見受け

られた。このことから、予算

執行計画の重要性と、予算の

有効性や効率性を再認識す

るとともに、地方自治法施行

令第 150 条及び蓮田白岡衛

生組合予算事務規則第 12 条

を再認識し、今後の予算執行

について適正に行われるよ

う再度望むものである。 

 

 予算の計画的かつ効率的な執行

を確保するため蓮田白岡衛生組合

予算事務規則第 12条に基づく予算

執行計画を定め、各課において執

行状況を逐次把握し、見直しして

いるものの当組合の予算編成が全

課にまたがり一括して計上してい

ることから、各課においては、有効

的な運用を行っていながらも全体

予算の執行からは浮き沈みが見ら

れる状況にあります。 

今後は、全課の予算執行状況を

統括して計画を見直し予算執行の

適正管理に努めてまいります。 

庶務課 

14 第 9 

むすび 

第 1 提言

要 望 事

項  

予定価格と契約額について 

修繕工事や委託契約にお

いて、随意契約 116 件中、予

定価格と同額で契約してい

る事例が 26 件見受けられた

が、地方自治法第２条第 14

項や蓮田白岡衛生組合契約

随意契約の工事や委託について

は特殊性のものが多く、当該業務

の設計にかかる予算において業者

見積による単価を基礎として設計

していることから、予定価格が契

約額と同額となることがありま

す。 

庶務課 



 

 

規則第９条第２項等を十分

考慮し、予算の効果的かつ効

率的な執行を望むものであ

る。 

今後は、予算の効率的かつ効果

的な執行のため、取引の実例価格、

履行の難易度、契約数量の多少、履

行期間の長短などを考慮し、ご要

望のありました地方自治法等を十

分理解し、予定価格を決定してい

きたいと考えております。 

 

14 第 9 

むすび 

第 １ 提

言 要 望

事項 

適正な補正予算の計上につ

いて 

２款使用料及び手数料、２

項手数料、1 目手数料、2 節

し尿手数料の「し尿量目汲取

処理手数料」及び３款財産収

入、２項財産売払収入、１目

物品売払収入の「小型家電等

売却」において、決算時に当

初予算を超える収入があっ

たが、補正予算措置がなされ

ていなかった。増額補正を行

うことにより組合の財源と

して活用ができることから、

適正な時期に補正予算を計

上するよう望むものである。 

 

補正予算の計上にあたっては、

これまでの実績にとらわれること

なく社会情勢の変化やその動向を

的確に捉えて予算編成に努めてま

いります。 

特に財産売払収入においては相

場変動が著しい中において日々の

情報に傾聴し適正な予算措置に努

めてまいります。 

庶務課 

 

１  


